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を行った．温度制御された100 µm と500 µm 厚さの純水の吸光度スペクトルを測
定し，回帰分析による温度予測精度の検討を行なった．その結果，どちらの厚さ
に対しても，0.1～0.2℃の標準校正誤差で温度の予測が可能であった．また，各種
水溶液に対する本方法の有効性を検証するため，生体成分の一つであり，近赤外
域に吸収バンドを有するグルコース溶液と，工業的によく使用されるエタノール
溶液の温度推定も行った．純水の結果よりも若干精度が落ちるものの，温度測定
が可能であることを示した． 
最後に，試料の空間温度差を測定するために，温度差を生じさせた同一試料内
の２点間(φ80µm円領域が中心間隔220 µmで２個)の吸光度スペクトルの測定を
行った．測定に際しては，２台の分光計を光ファイバーで接続するなどの測定装
置の改良を行った．試料内には微細ニクロムを挿入して発熱させることで，温度
分布を形成させた．温度変化が大きい測定点の吸光度スペクトルは，温度変化が
小さい点よりも，その変化が大きくなり，温度差を測定できる可能性が示された．
 
 
